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Form-1
平成27年度

　国際科学技術共同研究推進事業　申請様式　（日本語）
「国際共同研究拠点」
申請する拠点共同研究の研究題名 
	申請する拠点共同研究の研究題名
	日本語：

	
	Eng.：

	申請地域
（どちらかに○）
	（　　）ASEAN地域　　　　（　　）インド

	申請分野
（分野は対象地域によって異なります）
	

	キーワード
	


日本側研究代表者、および所属機関責任者※
※本事業は研究機関間の合意のもとに推進されることを想定しています。このため、研究者本人以外に、本提案の推進にかかる所属機関の運営責任者名（学長、理事長など）を必ず記載してください。

拠点設置予定機関（必ず、MoC・LoIなどの設置を証明できる文書を提出すること）


Form-2
【拠点共同研究要旨】：A4要旨1-2ページ
	本拠点研究が
目指す最終目標
	①～③（事業目的）に照らした10年後の最終目標（日本語150字程度）

・①研究・協力による課題解決、②日本の科学技術力向上への貢献とネットワーク構築、③顔のみえる協力としての相手国・地域への貢献

	支援終了時
（5年後）に

期待される成果
	（研究開発の観点）
・論文、特許など、オープンイノベーションを通した研究、技術移転などの期待される研究成果
（国際協力の観点）
・研究、人材育成、ネットワーク形成、社会基盤構築への寄与を通して、日本、および相手国・地域への貢献として期待される波及効果

	本拠点研究の意義
（国際共同研究の
重要性・優位性）
	本拠点研究構想を実施する意義を、実施分野・内容の妥当性と重要性、テーマの優位性を明記した上で、具体的に記載。

	他の参画機関名
および
協定などの有無
	日本：【機関名】（　ＸＸＸに関するMoCなど　）

・
・
・
・
・
外国：【機関名】（　ＸＸＸに関するMoCなど　）

・
・
・
・
・
・

	研究内容
および
拠点の概要
(右記の要領で記載)


	（日本語で800字程度を目安）

①本拠点における○○の研究・実装活動を通して、○○を目的とする。
－実際に達成する事柄を簡潔に記載。
②本拠点共同研究で○○を推進することは、○○の点で優れており、○○のような成果・効果が期待できる
－研究内容とその効果を具体的に記載。
③本拠点を通して研究・交流することで、日本国および相手国・地域への○○の貢献が期待される
－本研究により当該分野で将来期待される事柄を簡潔に記載


Form-3

【実施体制・ネットワーク概念図】
・本事業による支援終了時(5年後)までに構築する国際共同拠点研究体制（組織・研究責任者を明記）・ネットワークの概念図を1ページ以内で、図を用いて記載してください。
　
Form-4
『FORM-4』全体で、10ページ以内としてください
【拠点共同研究の具体的内容】
１．本拠点共同研究の目標と意義
１－１．最終的な目標（10年後）、およびそれにつながる支援終了時（5年後）の目標
具体的な成果、その効果、波及効果が、目指すべき姿にどのような点で資するか
１－２．本拠点共同研究の社会的背景
事業趣旨を踏まえ、本拠点共同研究の国際的観点に立った社会的背景は何か
１－３．本拠点共同研究実施の必要性
上記の１－１．、１－２．を踏まえ、本拠点共同研究の必要性、また解決しようとする課題は何か
２．拠点共同研究の研究実施基盤と準備状況
２－１．研究代表者の本研究テーマに関する実績と責務
本拠点共同研究に関して、研究代表者と各参画研究機関・研究者などとの連携実績に照らした適性・妥当性、および代表者の責務と役割を記述
２－２．中核研究機関の責務と役割
本拠点共同研究おける中核研究機関としての責務、役割を記述。あわせて、研究開始後の参画機関によるコンソーシアムの運営方針、知的財産などの研究成果の取り扱いについても記述
２－３．中核研究機関の当該研究分野に関する各参画機関との連携実績
本拠点共同研究実施の根拠となる中核研究機関と各参画研究機関間の連携実績、および本拠点共同研究における連携の必要性・妥当性を記述
（複数ある場合、それぞれについて）
２－４．研究拠点設置場所の選定理由、および設置国・機関との協力
研究代表者、中核研究機関の実績に照らして、本拠点共同研究において、拠点設置先国機関・を選定した理由、および「人・資金・物品」をはじめとする具体的な協力内容を記述
（複数拠点がある場合、それぞれについて）
３．具体的な実施内容
３－１．研究実施計画、実施体制と役割
本拠点共同研究内の実施項目とその実施内容、各実施項目をサブテーマ、あるいは機関などに分け、マイルストーン※1を含めて具体的に記述
※1　いつまでに何をやり、何を達成するのか、目標達成に向けて節目となる行程や指標
３－２．成果の普及・展開（社会実装）に向けた具体的活動内容 

成果の普及・展開の具体的な活動について、研究者、普及・展開のためのコーディネーター人材などの役割を踏まえて具体的に記述
３－３．その他の既存取り組み実績と拠点共同研究としての国際的優位性
（a）国内外の過去の類似の取り組みと比較した本拠点共同研究の優位性を具体的に記述
（b）対象としてASEAN地域を選択した場合、本拠点共同研究にかかるテーマがASEAN共同体内でどのように認知されているか、あるいはされうるか根拠とともに具体的に記述
３－４．実施スケジュール
関係する平成26年度以前の取り組み状況を含め、実施計画・項目を記載（例示参考、形式自由）
過去の取り組みと実施スケジュール表（例）
	項目
	平成26年度
以前
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度
	平成31年度
	平成32年度

	〈以下は例示〉
既存の取り組み
	
	
	
	
	
	
	

	拠点整備
	
	
	
	
	
	
	

	○○の分析・解析
	
	
	
	
	
	
	

	○○技術開発
	
	
	
	
	
	
	

	シンポジウム開催、展示会出展開催（広報）
	
	
	
	
	
	
	

	技術移転・企業連携調査
	
	
	
	
	
	
	

	研究交流（研究者派遣・派遣）
	
	
	
	
	
	
	

	関連ネットワーク構築
	
	
	
	
	
	
	


４．期待される成果
４-１．成果の先導性・独創性、その効果、波及効果
研究の先導性・独創性、および国際的な優位性などを踏まえ、期待される成果が何で、それらが目指すべき目標にどのように資するかを記述
４-２．国際共同拠点を通して期待される効果など
拠点での共同研究によって得られる、国際協力、研究人材育成（日本・相手国、ASEANを対象とした場合ASEAN域内）などの効果、および実施によって期待される付加的価値・相乗効果を記述
４-３． 研究成果の社会実装と研究終了後の自立・継続的な拠点の展望
拠点での共同研究から生じる成果の普及・展開（社会実装など）の展望、終了後に期待される拠点での共同研究の自立性・継続性を記述
５. 研究費計画
中核機関、他の日本側参画機関の予算総額（直接経費、およびその30％にあたる間接経費を合算した金額）は100,000千円を上限として作成
５-１．中核研究機関（単位：千円）

	　
	　
	1年度
	2年度
	3年度
	4年度
	5年度
	最終年度
	合計

	
	　
	(H27.○～
	(H28.4～
	(H29.4～
	(H30.4～
	(H31.4～
	(H32.4～
	

	
	　
	H28.3)
	H29.3)
	H30.3)
	H31.3)
	H32.3)
	 H32.○)
	　

	　直接経費
　
　
	設備備品費
	
	
	
	
	
	
	

	
	主な設備
	○○装置
	　
	　
	　
	
	
	

	
	　
	PC（解析用）
	　
	　
	　
	
	
	

	
	　
	　
	　
	　
	
	
	　
	

	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	
	

	
	旅費
	
	
	
	
	
	
	

	
	人件費・謝金
	
	
	
	
	
	
	

	
	(研究員などの数)
	(1)
	(2)
	(2)
	
	
	(2)
	

	
	　
	　
	　
	　
	
	
	　
	

	
	その他
	
	
	
	
	
	
	

	
	主な使途
	イベント開催
市場調査
	　
	　
	　
	
	
	

	
	　
	　
	　
	　
	　
	
	
	

	直接経費計
	65,000
	
	
	
	
	
	

	間接経費
（直接経費の30%）
	19,500
	
	
	
	
	
	

	合計
	84,500
	******
	******
	******
	******
	******
	350,000


５-２．参画機関（日本側）日本側参画機関での予算執行がある場合、機関毎に適宜追加記載してください。
	　
	　
	1年度
	2年度
	3年度
	4年度
	5年度
	最終年度
	合計

	
	　
	(H27.○～
	(H28.4～
	(H29.4～
	(H30.4～
	(H31.4～
	(H32.4～
	

	
	　
	H28.3)
	H29.3)
	H30.3)
	H31.3)
	H32.3)
	 H32.○)
	　

	　直接経費
　
　
	設備備品費
	
	
	
	
	
	
	

	
	主な設備
	
	　
	　
	　
	
	
	

	
	　
	　
	　
	　
	
	
	　
	

	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	
	

	
	旅費
	
	
	
	
	
	
	

	
	人件費・謝金
	
	
	
	
	
	
	

	
	(研究員などの数)
	
	
	
	
	
	
	

	
	　
	　
	　
	　
	
	
	　
	

	
	その他
	
	
	
	
	
	
	

	
	主な使途
	
	　
	　
	　
	
	
	

	
	　
	　
	　
	　
	　
	
	
	

	直接経費計
	11,923
	
	
	
	
	
	

	間接経費
（直接経費の30%）
	3,576
	
	
	
	
	
	

	合計
	15,499
	
	
	
	
	
	150,000


６. 他制度での助成状況
研究代表者、および予算を執行する日本側研究機関の主たる共同研究者（委託研究契約における当該機関の研究担当者）は、当該年度および次年度の申請･助成の計画状況を必ず記載
（1）研究代表者名：　○○　○○
	制度名1)
	課題名
	期間
	①研究費2)　（期間全体）
②研究費　　（H27年度）

③研究費　　（H28年度）
	役割3)
（代表/分担）
	ｴﾌｫｰﾄ（％）4)

	科学研究費補助金
基盤研究（B)
	○○○○○○○○○○○
○○
	H25

～
H29
	①
	20,000千円
	代表
	10

	
	
	
	②
	2,000千円
	
	

	
	
	
	③
	2,000千円
	
	

	（申請中）○○財団
助成金事業
	○○○○○○○○○○○
○○
	H26
	①
	10,000千円
	分担
	5

	
	
	
	②
	1,000千円
	
	

	
	
	
	③
	0千円
	
	

	5)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※各課題内容について、本提案との関係を記述してください
（2）主たる研究代表者名：　○○　○○（所属機関：）
	制度名1)
	課題名
	期間
	①研究費2)　（期間全体）
②研究費　　（H27年度）

③研究費　　（H28年度）
	役割3)
（代表/分担）
	ｴﾌｫｰﾄ（％）4)

	科学研究費補助金
基盤研究（B)
	○○○○○○○○○○○
○○
	H25

～
H29
	①
	20,000千円
	代表
	10

	
	
	
	②
	2,000千円
	
	

	
	
	
	③
	2,000千円
	
	

	（申請中）○○財団
助成金事業
	○○○○○○○○○○○
○○
	H26
	①
	10,000千円
	分担
	5

	
	
	
	②
	1,000千円
	
	

	
	
	
	③
	0千円
	
	

	5)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※各課題内容について、本提案との関係を記述してください。
１）  現在受けている、又は採択が決定している助成等について、研究費（期間全体）が多い順に記載してください。その後に、
申請中・申請予定の助成等を記載してください（「制度名」の欄に「（申請中）」などと明記してください）。
２）  「研究費」は、ご本人が受給している金額を記載してください。
３）  「役割」は、代表又は分担等を記載してください。
４）  「エフォート」は、年間の全仕事時間を100%とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（%）を
記載してください。
５）  必要に応じて行を増減してください。
※他の日本側分担者がいる場合、適宜、上記の表を複製、追加してください。
７. 本拠点における研究推進と連携可能な他の研究課題・資金など
本拠点研究の推進に関して、連携を予定している、あるいは連携可能な他の研究課題、研究資金などがあれば、課題名、内容、予算額などを具体的に記述
８．本提案に対する研究代表者の所属機関としての中長期的方針とそれを実現するための
支援の内容
　　　　本事業は組織的な支援を前提としているので、組織の長との合意･承認に基づき、当該機関における本提案の位置づけと当該機関としての支援の方針や内容を記述　
Form-5

●研究代表者の経歴、および本提案に関連した主要な成果（1ページ以内）
経歴）
主要な成果）         
●主たる共同研究者の経歴、および本提案に関連した主要な成果（1ページ以内）
Form-6

●実施者
【日本側実施者】
	名前
	所属機関・部署
	役職
	学位
	実施項目

	（代表者）

	　


	
	　
	　全体統括

	（機関側責任者）

	　


	
	　
	　

	（参加者）
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　


【○○国実施者】
	名前
	所属機関・部署
	役職
	学位
	実施項目

	（研究責任者）

　
	　

　
	
	　

　
	　

　

	（機関側責任者）

	　


	
	　
	　

	（参加者）
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　


氏名（ふりがな） 　（姓）                    　　　（名） 


　　   （漢字）                                     


所属機関名　


所属部署　                                     　役職名


連絡先住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


電話番号　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ番号　　　　　　　　　　　　　　


E-Mailアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


本事業以外の競争的資金制度などにおける応募資格制限の有無：有／無　（該当しない方を消去）





所属機関責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役職名


連絡先(Tel/Fax/E-mail)                                                       





国名　


拠点設置予定機関名　


責任者氏名（カナ表記）　　（姓）                   　　　 （名）





所属部署　                                     　役職名　


連絡先住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


連絡先(Tel/Fax/E-mail)　　　　　　　　　　


E-Mailアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　














合同シンポジウム





○○展示会
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1

